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１．キャリア・コンサルティングに関する調査実施の趣旨・目的 

 

  個人の主体的なキャリア形成を支援するため、厚生労働省では、官民の協力のもと、

キャリア・コンサルタントの養成を推進してきている。 

本年度は、キャリア・コンサルタント５万人養成計画の最終年度にあたることから、

キャリア・コンサルティング協議会は、厚生労働省からの委託を受け、これまでに養成

されたキャリア・コンサルタントの活動状況、企業・教育機関・民間需給調整機関おけ

るキャリア・コンサルタントの普及等の状況に関する調査を行い、キャリア・コンサル

ティングの普及の現状を把握した。 

キャリア・コンサルティングの普及促進に係る課題と今後の施策のあり方については、

この調査を踏まえて「キャリア・コンサルティング研究会」（厚生労働省からの委託によ

って中央職業能力開発協会が設置）において検討されており、今後の課題等については、

中央職業能力開発協会が公表する「キャリア・コンサルティング研究会報告書」を参照

されたい。 

 

２．調査実施の概要 

 

（１）キャリア・コンサルタントの活動状況に関する調査 

 

イ 対象  標準レベルのキャリア・コンサルタント １７，３２６人 

 

ロ 方法  キャリア・コンサルタント能力評価試験機関及び独立行政法人雇用・能力

開発機構及び社団法人日本経済団体連合会を通じ、各機関における資格取得

者に対し Eメールを送付し、インターネット上に設置するアンケートフォー
ムへの回答（複数資格取得者は１人１回限り）を依頼した。また、一部Ｅメ

ールアドレスが不明である社団法人産業カウンセラー協会及び特定非営利活

動法人ＮＰＯ生涯学習の資格取得者に対しては、アンケートフォームのＵＲ

Ｌが記載されたハガキを送付し、調査依頼を実施した。 
 
ハ 内容  付属資料の調査票Ⅰを参照。 

 

ニ 期間  平成１８年１０月１７日(火)～同年１１月３０日(木)  

 

ホ 結果  回収サンプル数：３，４６５（回収率：２０．００％） 

 

（２）企業におけるキャリア・コンサルティングの普及等の状況に関する調査 

 

イ 対象  帝国データバンクの企業データベースから、農林漁業、鉱業、公務を除く

全国・全業種について従業員規模３０人以上の企業を対象に、業種（８分類）、

地域（都道府県別）及び従業員規模（30～99人、100～999人、1,000人～）
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になるべく偏りのないよう、３，０００社を抽出。 

 

ロ 方法  対象企業に対し調査票を郵送し、人事・労務・能力開発等の従業員のキャ

リア開発支援を担当されている部門の担当者に回答を依頼。 

 

ハ 内容  付属資料の調査票Ⅱを参照。 

 

ニ 期間  平成１８年１０月１９日(木)（調査票発送日）～同年１１月３０日(木)  

 

ホ 結果  回収サンプル数：４８５（回収率：１６．１７％） 

 

（３）教育機関におけるキャリア・コンサルティングの普及等の状況に関する調査 

 

イ 対象  全国の高等教育機関（大学、短期大学及び高等専門学校）１，２７０校を

対象とする全数調査。 

 

ロ 方法  対象教育機関に対し調査票を郵送し、学生の就職支援やキャリア開発支援

を担当する部門（就職部、キャリアセンターまたはキャリア教育担当部門等）

の教職員に回答を依頼。 

 

ハ 内容  付属資料の調査票Ⅲを参照。 

 

ニ 期間  平成１８年１０月１９日(木)（調査票発送日）～同年１１月３０日(木)  

 

ホ 結果  回収サンプル数：６７８（回収率：５３．３９％） 

 

（４）民間需給調整機関におけるキャリア・コンサルティングの普及等の状況に関する調

査 

 

イ 対象  社団法人日本人材派遣協会及び社団法人日本人材紹介事業協会の紹介を受

け、人材派遣会社１０社、人材紹介会社１０社の計２０社を選定。 

 

ロ 方法  キャリア・コンサルティング協議会、厚生労働省及び中央職業能力開発協

会の職員が、事前の協力依頼のうえで対象機関を訪問して聞き取り調査を行

った。 

 

ハ 内容 付属資料の調査票Ⅳを参照。 

 

ニ 期間  平成１８年１１月１４日(火)～同年１２月１５日(金)の間、個別に訪問  
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３．調査結果 

 

（１）キャリア・コンサルタントの活動状況 

 

イ キャリア・コンサルタント自身について 

 

① キャリア・コンサルタント資格取得時期（問１－（１）） 

 

図表３－（１）－１ キャリア・コンサルタント資格を取得した時期 

N=3465

平成16年

22.0%

平成14年

以前

7.0%

平成18年

32.2%

平成15年

14.5%

平成17年

24.4%  
回答のあったキャリア・コンサルタントが資格を取得した時期は、「平成18年」

（32.2％）が最も多く、次いで「平成17年」（24.4％）、「平成16年」（22.0％）

の順となっており、最近資格を取得した者からの回答が多い。 

 

② キャリア・コンサルタントの年齢（問１－（２）） 

 

図表３－（１）－２ キャリア・コンサルタントの年齢 

N=3465

40歳代

31.3%

30歳代

21.6%

60歳以上

13.7%

30歳未満

3.3%

50歳代

30.2%  
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回答のあったキャリア・コンサルタントの年齢は、「40歳代」（31.3％）と「50

歳代」（30.2％）がそれぞれ３割を超えており、次いで「30歳代」（21.6％）、「60

歳以上」（13.7％）の順となっており、40歳代以上の者が全体の約75％を占めて

いる。 

 

図表３－（１）－３ キャリア・コンサルタントの年齢（取得時期） 

N＝3465

19.1 22.1
15.9 11.7 8.6

28.6
32.5

33.0

29.1
28.4

32.0
29.5

28.4
32.3

33.1

19.9 14.1
21.2

22.3 25.1

4.5 4.8
0.4 1.8 1.6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H14以前 H15 H16 H17 H18

（％）

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

 

 

また、回答のあったキャリア・コンサルタントの年齢について、資格を取得し

た時期別にみたところ、年々若い年代の割合が増加しており、資格取得者の低年

齢化の傾向がうかがえる。 
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③ キャリア・コンサルタントの性別（問１－（３）） 

 

図表３－（１）－４ キャリア・コンサルタントの性別 

N=3465

女性

41.8%
男性

58.2%

 
 

回答のあったキャリア・コンサルタントの性別は、「男性」（58.2％）が６割近

くを占め、「男性」がやや多い。 

 

図表３－（１）－５ キャリア・コンサルタントの性別（年齢） 

N＝3465

21.1

37.8

19.7

25.7

39.1

13.3

33.0

3.2

2.4

5.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

男性 女性

（％）

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

 

 

回答のあったキャリア・コンサルタントの性別について、年齢別にみたところ、

「男性」については「50歳代」（37.8％）及び「60歳以上」（21.1％）と50歳代

以上が約６割を占めるが、女性については「40歳代」（39.1％）及び「30歳代」

（33.0％）が多く、40歳代以下が８割近くを占めている。 
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④ キャリア・コンサルタントの住所（問１－（４）） 

 

図表３－（１）－６ キャリア・コンサルタントの住所（地方） 

N=3465

中部地方

15.6%

北海道

3.5%

国外

0.2%四国地方

3.7%中国地方

4.8%

近畿地方

17.9%

九州地方

7.1%

関東地方

42.0%

東北地方

5.1%

 
 

回答のあったキャリア・コンサルタントの住所を地方別にみると、｢関東地方」

(42.0％)が最も多く４割以上を占め、次いで｢近畿地方｣（17.9％)と｢中部地方」

(15.6％）の順となっている。 

 

⑤ キャリア・コンサルタントの職業の業種（問１－（５）） 

 
図表３－（１）－７ キャリア・コンサルタントの職業の業種 

N=3465飲食店、宿泊業

0.2%

不動産業

0.4%

その他

15.0%

その他の

サービス業
26.8%

教育、

学習支援業

17.3%

公務

16.2%

製造業

8.8%
情報通信業
5.0%

卸売・小売業

2.8%

医療・福祉

2.8%

金融・保険業

2.6%

建設業

1.0%

運輸業

0.6%

電気、ガス、

水道、

熱供給業

0.5%
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回答のあったキャリア・コンサルタントの職業の業種は、「その他のサービス業」

（26.8％）が最も多く、次いで「教育、学習支援業」（17.3％）、「公務」（16.2％）

の順となっている。 

 

⑥ キャリア・コンサルタントの職務内容（問１－（６）） 

 

図表３－（１）－８ キャリア・コンサルタントの職務内容 

N=3465

コンサルタント

19.4%

人事・労務・能

力開発
19.3%医療・保健・

福祉

2.5%

法務・総務

2.7%

管理・監督

3.3%

企業経営・

役員

2.9%

販売・サービス
2.4%

経理・財務
1.7%

情報処理・管理
1.5%

技術・研究開発

1.2%

製造・生産

0.7%

その他

25.9%

労働組合

0.2%

経営・企画
4.3%

教師・教員

4.5%

営業・マーケ
ティング
7.4%

 

 

回答のあったキャリア・コンサルタントの職務内容は、「コンサルタント」

（19.4％）、「人事・労務・能力開発」（19.3％）、「営業・マーケティング」（7.4％）

の順となっている。 
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図表３－（１）－９ キャリア・コンサルタントの職務内容（年齢） 

N＝3465

22.8 19.9 19.9 22.3

9.3

17.5
10.5 8.3 5.2

7.0

4.5 4.7 4.0

10.5
13.2 15.3 20.1

39.0

3.73.5 5.7
5.8 3.7

28.1 27.8
23.8 23.7

32.1

2.7
3.0

3.0
4.6

1.1 1.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

（％）

その他

労働組合
教師・教員

企業経営・団体役員

コンサルタント

管理・監督

医療・保健・福祉

技術・研究開発

製造・生産
情報処理・管理

販売・サービス

経営・企画
営業・マーケティング

経理・財務

法務・総務

人事・労務・能力開発

 
回答のあったキャリア・コンサルタントの職務内容について、年齢別にみたと

ころ、「60歳以上」で「コンサルタント」（39.0％）の割合が高い傾向がうかがえ

る。 
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⑦ キャリア・コンサルタント以外の関連資格（問１－（７）） 

 

図表３－（１）－１０ キャリア・コンサルタント以外の関連資格（複数回答） 

N=3465

36.6

14.8

11.3

10.1

6.7

5.6

2.7

1.5

1.5

0.9

0.6

0.4

0.3

0.2

10.1

9.2

37.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

関連資格は持っていない

産業カウンセラー

教員免許

衛生管理者

その他

心理相談員

ファイナンシャル・プランナー

社会保険労務士

教育カウンセラー

認定心理士

中小企業診断士

医師・看護師・保健師

社会福祉士（ソーシャルワーカー）

精神保健福祉士

臨床心理士

税理士

その他

（％）

 
 

回答のあったキャリア・コンサルタントにキャリア・コンサルタント以外の関

連資格の取得状況は、「関連資格は持っていない」（37.1％）が最も多く、次いで

「産業カウンセラー」（36.6％）を取得している者が多い。また、「教員免許」

（14.8％）、「衛生管理者」（11.3％）、「心理相談員」（9.2％）の資格を取得してい

る者が多い傾向もうかがえる。 




